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　5月23日（火）新栄町　堤泰樹さんの圃場で東神楽小学校５年生が毎年食農

活動の一環として取り組んでいる「田植え体験」が行われました。初めに堤さん

から挨拶があり、続けて注意事項や植え方の説明を受けました。最初は慣れない

田んぼの作業で中々進まない様子でしたが、徐々に慣れてきて田んぼで作業する

楽しさを思う存分に味わっていました。植えた苗は今後堤さんによって大切に育

てられ、秋には「稲刈り体験」が予定されています。

5年生初めての田植え体験5年生初めての田植え体験東神楽小学校

　6 月 7 日～ 11 日、札幌市大通の地下歩行空間に
て YOSAKOI　FESTIVAL が開催され、JA 特産品
の販売を行いました。
　コロナが 5 類扱いとなり行動の自由度が上がった
こともあり、多くのお客様にご来店頂き、JA 東神楽
を知って頂く良い機会となりました。今回はやわらか
おこしの試食も行い「おこしはかたいイメージがある
けど柔らかくて素朴な甘さで美味しい」とほんのりと
した甘みが好評でした。今後も JA 東神楽を多くの方
に知って頂けるよう販促活動に努めて参ります。

地下歩行空間販促～ YOSAKOI FESTIVAL ～
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スペシャルナイター出店！～エスコンフィールド北海道～スペシャルナイター出店！～エスコンフィールド北海道～
　５月２３日、北広島市エスコンフィールド北海道で行われた、ＪＡバンク北海道プレゼンツスペシャル
ナイターに出店し特産品の販売を行いました。今回の出店を通して黒豆カレーのリピーターのお客様やお
こしを試合観戦中に食べたいと購入される方が多くいらっしゃいました。
　これからも地域で開催されるイベントに積極的に参加し JA 東神楽が多くの人に愛されるよう努めて参
ります。

　東神楽町主催による『すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐらアスパラフェア』が、５月 30 日、31 日
ホテルポールスター札幌、１階屋外特設会場にて開催されました。太くて甘い獲れたてでみずみずしいグ
リーンアスパラやほうれん草など、出品した野菜は早い段階で完売し、黒豆茶、黒豆カレー、やわらかお
こしなどの販売を行いました。
　１階レストランでは、朝食に飲むサラダ「小松菜のスムージー」や、ランチにはアスパラやホウレン草
など東神楽町の特産品を使ったお料理をご用意し、訪れたお客様も満足そうに召し上がっておりました。 
　期間中は、気温が低く天気の悪い中での開催となりましたが、多くのお客様がＪＡ東神楽を知っていた
だく機会になりました。
　これからもより多くの人にＪＡ東神楽の農産物・加工品を知ってもらえるようＰＲ活動をしていきたい
と思います。

スペシャルナイター出店！～エスコンフィールド北海道～スペシャルナイター出店！～エスコンフィールド北海道～
JA バンク北海道プレゼンツ

『すてきな笑顔と花のまち　『すてきな笑顔と花のまち　
　ひがしかぐら　アスパラフェア』開催　ひがしかぐら　アスパラフェア』開催
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　5 月 31 日、青年部と女性部が協力して、青年部女性部合同事業「農家めし」のレシピ作成の為の試作会を行
いました。
　今回キー食材として選んだのはピーマン。参加したメンバーたちで、ピーマンを使ったオリジナルのレシピを実
際に作ってみて試食しました。青年部と女性部のメンバーがそれぞれ考えたアイデアを合わせることで、５品の多
彩な料理を作ることができ、その中から厳選した１品を「農家めし」のレシピとして決定いたしました。
　また、この試作会を通して、青年部と女性部が協力して取り組む姿勢や、地元の美味しい食材を活かした料理の
魅力を再認識することができました。
　お忙しい中、ご参加いただきました皆様ありがとうございました。

青年部女性部合同事業「農家めし」試作会青年部女性部合同事業「農家めし」試作会
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共済課からのお知らせ
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営営農農技技術術情情報報（（水水稲稲））

  幼穂形成期確認後、冷害回避のための水管理は前歴期間と冷害危険期を分け

て実施します。（表１ 幼穂形成期以降の水管理の目安）

１１．．前前歴歴期期間間はは水水温温確確保保でで花花粉粉のの数数をを増増ややすす（（攻攻めめのの水水管管理理））

花粉母細胞の数をできるだけ増やし受精の確率を高める目的で実施します。

前歴期間（幼形期から 日間）は早朝入水、昼夜止め水にし、平均水温 ℃以

上を目標に水温上昇に努めて花粉数の増加を図ります。

２２．．冷冷害害危危険険期期はは低低温温にに最最もも弱弱いい時時期期 守守りりのの水水管管理理

冷害危険期で障害が出る水温は ℃以下で花粉・花が奇形となり受精が出来

ず不稔が増大します。冷害危険期の水管理は深水で幼穂を保温することが目的

です。危険期始めの時期は全茎数の が止葉の葉耳間長が前葉から－ ㎝（写

真１の左）になった時期で、終わりは全茎数の ％が＋ ㎝になった時期（同

右）です。幼穂形成期になったら水深 から幼穂の伸長に合わせて徐々に深

くし、最終的に ～ の可能な限り深水にしましょう。危険期が終了したら

直ちに落水・溝切りをして根に酸素を供給して下さい。

３３．．登登熟熟促促進進のの水水管管理理

出出穂穂前前のの落落水水・・走走水水

幼穂形成期から危険期終了まで湛水状態のため根は酸素不足です。危険期終了後は直ちに落水し出穂

直前までは中干しをして根に酸素を供給してください。中干しの効果を

高め出穂後の水管理を容易にするため溝切りを実施して下さい 図１ 。

出出穂穂時時のの入入水水

  開花受精後の米粒は急速に成長しますので、この時期の入水は間断か

んがい、走水を実施しましょう。 
４４．．ケケイイ酸酸質質資資材材のの追追肥肥 幼幼穂穂形形成成期期１１週週間間後後

ケイ酸質施用は受光体勢の向上（葉の直立）、光合成能力の向上に効

果があります。上根が多く伸びる幼穂形成期後１週間目に「ケイカル」

を 追肥しましょう「平成 年度指導参考」。

５５．．病病害害虫虫発発生生予予察察

いい もも ちち 病病 「 BLASTAM 」 （ 葉い もち病発 生予察シ ステ ム )
http://www.agri.hro.or.jp/boujosho/blastam/index.htm を活用 
地区の感染好適日に達した日から７～10 日後に水田に入り予察を実施(10m

×４か所)、葉いもち病斑を確認した場合(写真２)は第一回目いもち病・カメム

シ防除に先立ち、この時点から 5～7 日間隔でいもち病防除を開始して下さい。

（葉露を持ちやすく風通しが悪い、肥料が多く落ち生育旺盛な部分は要注意）

 カカメメムムシシ（（すすくくいい取取りり・・フフェェロロモモンントトララッッププ調調査査））

JA クリーンライス研究会（事務局）では７月中旬からカメムシのすくい取り

とフェロモントラップによる捕虫調査を予定しております。特に本田防除第１

回目～第２回目までの成虫の発生動向に注意し追加防除の判断に活用されま

すようお願いします。 写写真真 ２２ 葉葉いいももちち病病斑斑 

幼形期 前歴期間 冷害危険期　(写真１　左→右の期間）
幼形期からの日数 ０日目 ０～１０日目 １０日目以降の１週間
平年値(月日） 6/26～7/6 7/６～7/１3

始原体文化期 花粉母細胞分化期 減数分裂期（花粉形成期）
花粉の元が出来る 花粉の元の数が増える 花粉（雌しべ・雄しべ）が形成される

水深の目標 10cmから徐々に深水（危険期終わりの目標20cm)

花粉・花器発育の段階

表１　幼穂形成期以降の水管理の目安

営農技術情報� 水稲営農技術情報� 水稲
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営農技術情報� 園芸営農技術情報� 園芸
営農技術情報 7月野菜 

栽培管理のポイント
＜全作物共通＞
高温障害に注意し、気象条件や生育に合わせ草勢維持に努めましょう。病害虫対策では、早期

発見と適期防除に努めましょう。

●アスパラガス
茎枯病は収量低下の要因となる病害です。近年は発生

量が多く、その原因は収穫前年の枯茎に残る病原菌量が
増加し、毎年慢性的な発病を繰返しているためです。
特に発生助長の要因である降雨の影響を受けるため、

防除対策を管理技術の中心において、複数の対策を組合
わせることが重要です。

<総合防除対策のポイント>
基本は、①伝染源の除去・②感染機会を絶つ・③予防と早期治療
□伝染源の排除 ・・・発病残茎抜取りとほ場外への処分、茎葉の刈り払い
□立茎時の感染防止・・・畦面培土、堆肥マルチ、倒伏防止、立茎始期からの重点防除
□養成期間中の管理・・・発病茎の抜取り、立茎数の整理、定期的な薬剤防除

●施設野菜（葉果菜類）
急激な高温下では、葉菜類において発芽不良や生育の不揃い、

果菜類では着果不良、草勢低下、尻腐れ果などの発生リスクが
高まります。
植物の光に対する適応性は種類によって要求度が大きく異な

ります。そのため、高温対策として強い日差しを好まない「ほ
うれん草」や「ピーマン」には、30～40％程度の遮光資材を展
張して栽培する方が障害を回避し、生育が良好になります。
なお、「トマト」や「こまつな」は強い光を好むので、遮光資材の展張は、日が高い時間帯だけ

とし、それぞれの作物の光対応性に応じた日照条件で栽培することが大切です。

●スイートコーン
トッピング（除雄）は、受粉後に着雌穂節位葉を含めて

3葉程度残すように雄穂を含む稈の上部を除去します。時
期は絹糸抽出期後 10 日頃で、生育が不揃いの場合は遅ら
せて実施します。

旱魃（かんばつ）は花粉の発育と充実を不良にし、不稔
の原因となります。また、幼穂（雄穂や雌穂の原基）が十
分に形成されず雌穂の形成を不良にして先端不稔の要因
の一つになります。そのため、高温・乾燥時には十分かん水を行いましょう。
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税務署からのお知らせ

◆　税に関する情報は、国税庁ホームページヘ（https://www.nta.go.jp）
◆　e-Tax に関する情報は、e-Tax ホームページへ（https://www.e-tax.nta.go.jp）
■旭川中税務署　℡０１６６- ９０- １４５１　　　　　　■旭川東税務署　℡０１６６- ２３- ６２９１

税  務  職  員  募  集  ！

　　2023 年度 採用試験の概要

札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペシャリストとして活躍する税務職員を募集しています！

　税金に関する仕事は、国の繁栄と国民生活の安定・向上に寄与する極めて重要で、大
変やりがいのある仕事です。
　この仕事には、全国で約５万４千人の職員が従事しており、毎年、人事院が実施する
国家公務員採用試験である税務職員採用試験に合格した者の中から新規に職員を採用し
ています。
　採用された者は、税務大学校の研修所で約１年間の新任職員研修を受けます。研修内
容は、高い学識を持つ大学教授等を講師に迎えて行う法律や経済などの一般科目及び研
修所教育官等が担当する税法・簿記・会計学などの専門科目を中心に、大学水準の教養
と税務の専門知識を習得するためのカリキュラムとなっています。また、授業のほか、サー
クル活動なども行っており、研修生活を潤いのあるものにしています。
　なお、研修中は国家公務員として給与が支給されます。
　研修を修了すると、採用された国税局管内の税務署に配置され、税金に関する調査や
指導・滞納整理などの仕事に従事します。　

 
 

◇受験資格
　⑴ 　令和５年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して３年を経過していない者及び令

和６年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者
　⑵　人事院が⑴に掲げる者に準ずると認める者

◇申込受付期間（インターネット申込み）
　　令和５年６月１９日（月）午前９時　～　６月 2 ８日（水）　[ 受信有効 ]
　　　〔申込専用アドレス〕https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　※インターネット申込みができない場合
　　　受験を希望する第１次試験地を所轄する国税局にお問い合わせください。
◇第１次試験【基礎能力試験、適性試験、作文試験】　　　
　　令和５年９月３日（日）
◇第１次試験合格者発表日　　　　　　　　　　　　　　
　　令和５年１０月５日（木）
◇第２次試験【人物試験、身体検査】　　　　　　　　　
　 　令和５年１０月１１日（水）～１０月２０日（金）のうち、第１次試験合格通知書で指定する日時（日時の変更は、原則

として認められません。）
◇最終合格者発表日　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　令和５年１１月１４日（火）
◇採用内定
　最終合格者発表日以降に、各国税局（国税事務所）による採用面接を実施して、採用内定となる方に対して通知します。
　御不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（☎ 011-231-5011 内線 2315）又は最寄りの税務署（総務課）にお尋
ねください。　
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今月の配本図書今月の配本図書
自家製の米粉ミックスでつくるお菓子

（ふんわり、さっくり。軽やかなレシピ）
中川 たま （著）
パンケーキ、マフィン、スコーン、どら焼き、クッキー …
米粉ミックスがあれば、定番のお菓子も和のおやつも、食べたいときにすぐに作れる！
使いやすさが格段にアップし、どこでも手に入りやすくなった米粉。いま、ますます
人気が高まっています。
本書は、【米粉】【ベーキングパウダー】【きび砂糖】【塩】をオリジナルの配合で混ぜ
た米粉ミックスと、ミックスを使ったレシピを紹介します。
材料を合わせて常備しておけば、計量の手間がなく、いつでも手軽に好きなお菓子が
作れます。
グルテンフリーの米粉は混ぜすぎる心配がなく、初心者でも失敗しません。
甘さ控えめで軽い仕上がりは、体への負担が少ないのもうれしい。
毎日食べたくなるお菓子です。

いのちのガーデン
（北の森で暮らす車椅子のガーデナー）

山崎 亮子 （著）
難病を抱えながらも、北海道でナチュラルな庭づくりを楽しむ
女性の庭仕事とエッセイ

広大な北海道の片隅で、まるで森や野原のようなガーデンを育む車椅子のガーデナー、
山崎亮子さん。
原因不明の難病を抱えながらのガーデンライフを「花や自然に癒されている」と話し
ます。
絵本のように美しい写真、独自の感性で紡ぐ語り口、家族との時間を楽しむ様子は、
Instagram で共感を集めています。
本書は、花を楽しむ毎日や、花との思い出のなかで語られる半生、森の庭の舞台裏、病
と向き合う生き方を、写真やイラストと共に綴ります。

JA東神楽農業文庫
※東神楽町図書館でご利用いただけます

図書に関するお問い合わせは
農業振興課℡ 83-2243
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